
18 視聴覚教育　2005.5

平成 16 年度　文部科学省助成

ＩＴを活用した生涯学習事業プランニング講座

　（財）日本視聴覚教育協会主催・文部科学省助

成による標記講座のワークショップが、３月１０

日（木）・１１日（金）の２日間、東京・国立オ

リンピック記念青少年総合センターにおいて開催

された。　この講座は、生涯学習・社会教育での

ｅラーニングの活用という、現代的な課題に対し

て、昨今、注目されているブレンディング（イン

ターネットによる講座と対面講座を融合する）の

手法をとりいれ、実施したものである。

　講座のねらいは、ＩＴを活用した生涯学習事業

のプランニングについて、インターネット講座と

スクーリングによるワークショップを通して学ぼ

うとするもの。

　受講者はＩＴを活用した生涯学習事業について

の総論を、職場や、自宅からインターネットＷｅｂ

上で受講し、ワークショップに参加している。

　インターネット講座は平成１６年１１月から平

成１７年２月まで、３週間ごとに新しいコンテン

ツが追加・蓄積していった。また、インターネッ

ト講座の実施にあたっては、「富山インターネッ

ト市民塾」のサイト上で公開した。

　当初、インターネット講座には１５名が登録し、

最終的にワークショップに参加したのは、そのう

ちの１０名であった。

　インターネット講座の内容は、情報化時代にお

ける社会教育施設の役割や、ＩＴを活用した生涯

学習事業の事例、今後の展望、また特に注意が必

要になってきている著作権問題についての解説、

そして、ＩＴを活用した生涯学習事業のケースス

タディとして、eポートフォリオ（PushCorn）に

ついて事前の学習を行った。

　受講者は教育委員会や生涯学習センター職員、

ボランティアリーダー、ＮＰＯ職員等であり、ア

ンケートによると、ワークショップに参加した

方々は、すべてインターネット講座を視聴するこ

とができた。

　視聴の形態は、自宅で夜間視聴が最も多く８名、

職場の勤務時間中及び休憩時それぞれ４名、職場

で勤務時間外３名であった。また、インターネッ

ト講座でコミュニケーションのツールとして掲示

板を使ったが、掲示板の情報を一部読んだ受講者

が５名、全部読んだ受講者が５名、自分で書き込

んだ受講者は３名であった。

　インターネット講座を受講しての感想は、自宅

で好きな時間に学習できることのメリットを述べ

たものが多くみられた。また、充実した講師陣を

反映して、コンテンツの内容に対する評価も高

かった。

レポート
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インターネット講座

インターネット講座は各講義を３つのコンテンツに分け各々を１０分～１５分の長さにし、講師の

動画付き音声と説明資料がリンクしている。各講座は本編に加えて休憩コーナーを設け、講義の息

抜きとなる話を講師が提供している。このコンテンツは、

http://www.javea.or.jp/mm/elearn_16.html　で公開している。

事例研究「市民のためのＩＴ活用学習支援の

第一歩」－ＩＴを活用した生涯学習事例から－

事例①ボランティアが運営するＩＴサロン

 村上　長彦氏（足立区教育委員会青少年

センター青少年事業係長）

事例②学社連携のＩＴ活用　　　　　　　　　

　　　吉川　貴士氏（ 愛媛県新居浜市立垣生

   　　　　小学校ＰＴＡ会長）

事例③ｅポートフォリオで楽しく協働学習

 前川　道博氏（長野大学助教授）

事例④地域でつくるｅラーニング講座　　　　

　　　柵　　富雄氏（ 富山インターネット市民塾

推進協議会事務局長）

コーディネーター

 山本　恒夫氏（ 八洲学園大学教授、

筑波大学名誉教授）

 浅井　経子氏（八洲学園大学教授）

　ワークショップでは、インターネット講座で学

習したことについて、事例研究で協議を深め、「実

習１」では eポートフォリオを使って、事前に用

意した素材写真を元に、自分の地域を紹介したり、

旅のレポート作成といった課題に取り組んだ。

　また、翌日の「実習２」では『自らの地域でＩ

Ｔを活用した学習プログラム』を作成するという

課題に取り組んだ。ＩＴを活用した学習プラグラ

ムを開発するにあたり、一般的な生涯学習プログ

ラムをＩＴを使ってより魅力的な学習プログラム

に改変するという方法で、作業を進めていった。

　ワークショップのアンケートからは、講師や受

講者間での意見交換ができたこと、「実習１」で

のｅポートフォリオの作成を体験できたこと、著

作権についての理解が深まり、意識が高まったこ

となどを感想にあげている方が多かった。「実習

２」の学習プログラム作成では、発表時間が十分

にとれなかったことを指摘されている回答もあっ

た。

　また、今後希望されるワークショップの形態で

は、グループでの実習及びディスカッションを中

心にしてほしいという意見が、ほとんどであった。
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ワークショップ

実習１・「PushCorn を使って

ポートフォリオ制作」で、ツー

ルについて解説する前川道博氏

（長野大学助教授）

受講者が作成したｅポートフォリオ作品は http://www.javea.or.jp/

mm/elearn_ １６.html で見ることができる。

実習２・「自らの地域でＩＴを活用した学習プログラム」

を作成する

学習プログラム改変前と改変後を比較し説明を行う受講者

講義「生涯学習に関する著作権最

新動向」著作権や肖像権の問題に

ついて敏感になることを指摘する

坂井知志氏（常磐大学・大学院教授）

講座終了時、（財）日本視聴覚教

育協会井内慶次郎会長より受講者

全員に修了証が手渡された


